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(57)【要約】
　本発明は、赤外線（ＩＲ）放射によって励起させることができる成分および紫外線（Ｕ
Ｖ）放射によって励起させることができる成分を含むルミネセンス組成物に関する。当該
組成物は特徴的な発光スペクトルを有しており、場合により、物質または物質混合物を印
づけるために発光スペクトルに適応させた読み取りシステムと一緒に使用し得る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ＩＲ放射によって励起させることができ、ランタノイドイオンの少なくとも１つ
の酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物を含む成分と、
　（ｂ）ＵＶ放射によって励起させることができる成分と
を含む、ルミネセンス組成物。
【請求項２】
　成分（ａ）が、イットリウムの酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物と、ランタン、
セリウム、プラセオジム、ネオジム、サマリウム、ユーロピウム、ガドリニウム、テルビ
ウム、ジスプロシウム、ホルミウム、エルビウム、ツリウム、イッテルビウムおよびルテ
チウムから選択される少なくとも１つ、少なくとも２つまたは少なくとも３つの追加の元
素の酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物と、場合により、典型元素または遷移元素の
酸化物および／またはフッ化物から選択される少なくとも１つのドーパントとを含むこと
を特徴とする、
請求項１に記載のルミネセンス組成物。
【請求項３】
　イットリウムの酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物が、成分（ａ）の合計に基づい
て≧８５モル％または≧９０モル％の割合で存在することを特徴とする、
請求項１に記載のルミネセンス組成物。
【請求項４】
　追加の酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物が、成分（ａ）の合計に基づいて５モル
％まで、３．５モル％までまたは２モル％までの割合で存在することを特徴とする、
請求項２または請求項３に記載のルミネセンス組成物。
【請求項５】
　追加の酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物が、エルビウム、イッテルビウムならび
に少なくとも１つの追加の元素、特にルテチウム、ガドリニウム、ホルミウム、ツリウム
、ジスプロシウムおよび／またはユーロピウムの酸化硫化物または酸化フッ化物から選択
されることを特徴とする、
請求項２から４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項６】
　フッ化物をドーパントとして含むことを特徴とする、
請求項２から５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　アルカリ土類金属および／または遷移元素、好ましくはカルシウム、亜鉛および／また
はチタンをドーパントとして含むことを特徴とする、
請求項２から６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　ドーパントが、それぞれの場合で、成分（ａ）の合計に基づいて１モル％までの割合で
存在することを特徴とする、
請求項２から７のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　成分（ｂ）が、場合により遷移金属および／またはランタノイドイオンでドープした、
アルミン酸塩を含むことを特徴とする、
請求項１から８のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１０】
　成分（ｂ）が、場合によりＥｕ、Ｍｎ、Ｔｈおよび／またはＣｒイオンでドープした、
アルカリ土類金属イオン、遷移金属イオンおよび／またはランタノイドイオンのアルミン
酸塩、好ましくはバリウムもしくはマグネシウムのアルミン酸塩またはイットリウムのア
ルミン酸塩を含むことを特徴とする、
請求項９に記載の組成物。
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【請求項１１】
　成分（ｂ）が、（ａ）および（ｂ）の合計重量に基づいて１～３０％、５～２０％また
は８～１２％の重量割合で存在することを特徴とする、
請求項１から１０のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　成分（ａ）および／または（ｂ）が結晶形で存在することを特徴とする、
請求項１から１１のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１３】
　成分（ａ）および（ｂ）が粒子の形態、特に５０ｎｍ～１００μｍの平均粒子径を有す
る形態で存在することを特徴とする、
請求項１から１２のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１４】
　成分（ａ）が、８５０ｎｍ～１５００ｎｍ、特に９２０ｎｍ～１０００ｎｍの範囲のＩ
Ｒ放射を用いてルミネセンス発光するように励起させることができ、および／または
　成分（ｂ）が、３５０～４２０ｎｍ、特に３８０～４１０ｎｍの範囲のＵＶ放射を用い
てルミネセンス発光するように励起させることができることを特徴とする、
請求項１から１３のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１５】
　物質または物質混合物内に導入されるまたはそれに施用される、
請求項１から１４のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１６】
　物質または物質混合物中に１０～２０００ｐｐｍの割合で含有されることを特徴とする
、
請求項１５に記載の組成物。
【請求項１７】
　物質または物質混合物を標識するための、請求項１から１４のいずれか一項に記載のル
ミネセンス組成物の使用。
【請求項１８】
　混合物またはパターンの形態の少なくとも１つのルミネセンス組成物が、物質または物
質混合物内に導入されるまたはそれに施用されることを特徴とする、
請求項１７に記載の使用。
【請求項１９】
　ルミネセンス組成物の存在の同定をさらに含む、
請求項１７または請求項１８のいずれかに記載の使用。
【請求項２０】
　特徴的な発光スペクトルを有するルミネセンス組成物を、それに適応させた読み取りシ
ステムによって同定することを特徴とする、
請求項１７または請求項１９のいずれかに記載の使用。
【請求項２１】
　組成物の成分（ａ）および（ｂ）が、それぞれの場合で、ＩＲ範囲内の波長での照射お
よびＵＶ範囲内の波長での照射によってルミネセンス発光するように別々に励起され、成
分（ａ）および（ｂ）の発光放射を別々に同定することを特徴とする、
請求項１７から２０のいずれか一項に記載の使用。
【請求項２２】
　成分（ａ）を約８５０ｎｍ～１５００ｎｍ、特に約９２０ｎｍ～１０００ｎｍの範囲の
波長での照射によって励起させ、および／または
　成分（ｂ）を３５０～４５０ｎｍ、特に３８０～４１０ｎｍの範囲の波長での照射によ
って励起させることを特徴とする、
請求項２１に記載の使用。
【請求項２３】
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　発光放射を３００～１７００ｎｍ、特に３５０～１０００ｎｍの範囲で同定することを
特徴とする、
請求項２１に記載の使用。
【請求項２４】
　成分（ａ）を、ＩＲレーザー、特に１０～１００ｍＷの出力を有するものを用いた照射
によって励起させ、および／または成分（ｂ）を、ＵＶレーザー、特に５～３０ｍＷの出
力を有するものを用いた照射によって励起させることを特徴とする、
請求項２１から２３のいずれか一項に記載の使用。
【請求項２５】
　成分（ａ）および成分（ｂ）の照射を順次実施し、成分（ａ）を好ましくは最初に照射
し、成分（ｂ）を続いて照射することを特徴とする、
請求項２１から２４のいずれか一項に記載の使用。
【請求項２６】
　成分（ａ）および（ｂ）の発光放射をデジタルで同定することを特徴とする、
請求項２１から２５のいずれか一項に記載の使用。
【請求項２７】
　成分（ａ）および（ｂ）またはその一部分から生じるシグナルのデジタル化シグナルが
、暗号化手段によって新しいシグナルへと変換されることを特徴とする、
請求項２６に記載の使用。
【請求項２８】
　（ｉ）ＩＲ範囲内の第１の放射源と、
　（ｉｉ）ＵＶ範囲内の第２の放射源と、
　（ｉｉｉ）場合により、読み取りシステムが物質または物質混合物と接触した際に第１
および第２の放射源を活動化させるための接触センサーと、
　（ｉｖ）特定の輝線またはルミネセンスマークを選択的に同定するための少なくとも１
つの光学的検出素子と
を備える、物質または物質混合物中のルミネセンスマークを同定するための読み取りシス
テム。
【請求項２９】
　検出素子が、分光計と連結されたＣＣＤモジュールを備えることを特徴とする、
請求項２８に記載の読み取りシステム。
【請求項３０】
　請求項１から１４のいずれか一項に記載の少なくとも１つのルミネセンス組成物と併せ
た、請求項２８または２９に記載の読み取りシステム。
【請求項３１】
　（ａ）ルミネセンスマーク、特に請求項１から１４のいずれか一項に記載のルミネセン
ス組成物の存在について試験する物質または物質混合物を提供するステップと、
　（ｂ）ルミネセンスマークのＩＲおよびＵＶで励起可能な成分の発光放射を生じさせる
ために、物質または物質混合物をＩＲ範囲内の第１の放射源およびＵＶ範囲内の第２の放
射源で照射するステップと、
　（ｃ）生じた発光放射を別々に同定するステップと、
　（ｄ）暗号化手段によって、および場合によりシグナルを事前に決定されたパターンと
比較することによって、同定された発光放射またはそれから得られるシグナルから測定シ
グナルを決定するステップと
を含む、物質または物質混合物中のルミネセンスマークを同定する方法。
【請求項３２】
　請求項１から１４のいずれか一項に記載のルミネセンス組成物が導入された、または、
施用された、物質または物質混合物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、赤外線（ＩＲ）放射によって励起させることができる成分および紫外線（Ｕ
Ｖ）放射によって励起させることができる成分を含むルミネセンス（ｌｕｍｉｎｅｓｃｅ
ｎｔ）組成物に関する。当該組成物は特徴的な発光スペクトルを有しており、場合により
、物質または物質混合物を標識するために発光スペクトルに適応させた読み取りシステム
と一緒に使用し得る。
【背景技術】
【０００２】
　酸化状態＋３のランタノイドイオンを含む化合物は、しばしば、赤外線範囲内の放射を
用いて励起させた場合に、たとえば可視範囲および／またはＵＶ範囲のより短い波長の光
を発光するルミネセンス物質である。「アップコンバージョン」または「アンチストーク
ス蛍光」と呼ばれるその特性は、連続的な多重励起による照射の際、ランタノイドイオン
の４ｆ殻の電子が、単一光子の吸収に関して増加したレベルを有するエネルギー状態まで
上がることに起因し得る。緩和の際、元の吸収された光子よりも高エネルギーの光子がこ
のエネルギー状態から発光される場合がある。
【０００３】
　アンチストークスルミネセンス物質としての酸化硫化ランタノイド（ｌａｎｔｈａｎｏ
ｉｄ　ｏｘｉｄｅ　ｓｕｌｐｈｉｄｅ）の使用は、たとえば、ＷＯ００／６０５２７号、
ＷＯ２００８／０００４６１号ならびに米国特許第６８０２９９２号および第６６８６０
７４号に記載されている。さらに、物質または物質混合物を標識するためにこれらの酸化
硫化ランタノイドを使用することが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】ＷＯ００／６０５２７号
【特許文献２】ＷＯ２００８／０００４６１号
【特許文献３】米国特許第６８０２９９２号
【特許文献４】米国特許第６６８６０７４号
【発明の概要】
【発明を解決するための手段】
【０００５】
　本発明によれば、異なる波長範囲で励起させることができる２つの成分（ａ）および（
ｂ）を含む、新規ルミネセンス組成物が提供される。成分（ａ）はＩＲ放射によって励起
させることができる成分であり、ランタノイドイオンの酸化物、酸化硫化物または酸化フ
ッ化物を含む。成分（ｂ）はＵＶ放射によって励起させることができる成分であり、有利
には、周囲条件下では不活性な無機化合物、たとえば、ＵＶ波長範囲を吸収して化合物に
特徴的なルミネセンス放射、たとえば蛍光放射を発する、場合によりドープしたアルミン
酸塩である。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】本発明によるルミネセンス組成物のスペクトルを示す図である。成分（ａ）から
生じる輝線（ｅｍｉｓｓｉｏｎ　ｌｉｎｅｓ）を白色で示す一方で、成分（ｂ）から生じ
る輝線を青色で示す。非常に高いレベルの検証の信頼性を確実にする新しいシグナルを、
個々のシグナルまたはその一部分をデジタル的に組み合わせることによる暗号化方法によ
って生成することができる。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　したがって、本発明は、
（ａ）ＩＲ放射によって励起させることができ、ランタノイドイオンの少なくとも１つの
酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物を含む成分と、
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（ｂ）ＵＶ放射によって励起させることができる成分と
を含む、ルミネセンス組成物に関する。
【０００８】
　組成物の成分（ａ）は、好ましくは「アップコンバーター」および／または「アンチス
トークス」特性を有するルミネセンス物質である。成分（ａ）は、好ましくは、イットリ
ウムの酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物と、ランタン、セリウム、プラセオジム、
ネオジム、サマリウム、ユーロピウム、ガドリニウム、テルビウム、ジスプロシウム、ホ
ルミウム、エルビウム、ツリウム、イッテルビウムおよびルテチウムから選択される少な
くとも１つ、少なくとも２つまたは少なくとも３つの追加の元素の酸化物、酸化硫化物ま
たは酸化フッ化物と、場合により、典型元素または遷移元素（ａｕｘｉｌｉａｒｙ　ｇｒ
ｏｕｐ　ｅｌｅｍｅｎｔｓ）の酸化物および／またはフッ化物から選択される少なくとも
１つのドーパントとを含む。たとえば、成分（ａ）は、その開示への参照が本明細書中で
明確に行われているＷＯ２００８／０００４６１号に記載されているルミネセンス物質で
ある。
【０００９】
　成分（ａ）の全体中、イットリウムの酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物は、好ま
しくは、≧８５モル％、≧９０モル％、≧９２モル％、≧９４モル％または≧９６モル％
の割合で存在する。追加の酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物は、好ましくは、成分
（ａ）の合計に基づいて５モル％まで、３．５モル％までまたは２モル％までの割合で存
在する。追加の酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物は、好ましくは、エルビウム、イ
ッテルビウムならびに少なくとも１つの追加の元素、特にルテチウム、ガドリニウム、ホ
ルミウム、ツリウム、ジスプロシウムおよび／またはユーロピウムの酸化物、酸化硫化物
または酸化フッ化物から選択される。エルビウムおよびイッテルビウムの酸化物、酸化硫
化物または酸化フッ化物は、好ましくは、成分（ａ）の合計に基づいて０．５～２モル％
、特に好ましくは１～２モル％の割合で存在する。追加の酸化物、酸化硫化物または酸化
フッ化物は、好ましくは、成分（ａ）の合計に基づいて、たとえば０．１～１モル％、特
に好ましくは０．１～０．５モル％の、より少ない割合で使用される。
【００１０】
　たとえば、組成物の成分（ａ）は、イットリウムの酸化物、酸化硫化物または酸化フッ
化物に加えて、１、２、３、４、５、６、７つまたはそれ以上の追加の元素の酸化物、酸
化硫化物または酸化フッ化物を含み得る。
【００１１】
　本発明による組成物の成分（ａ）は、典型元素または遷移元素の酸化物および／または
フッ化物から選択される少なくとも１つのドーパントをさらに含む。ドーパントは、好ま
しくは、それぞれの場合で、成分（ａ）の合計に基づいて、５モル％まで、特に好ましく
は２モル％まで、さらにより好ましくは１モル％まで、さらにより好ましくは０．０５～
１モル％、最も好ましくは０．１～０．２モル％の割合で存在する。
【００１２】
　好ましいドーパントは、たとえばアルカリ土類金属フッ化物またはアルカリ金属フッ化
物として、たとえばフッ化カリウムとして使用することができるフッ化物である。フッ化
物は、好ましくは、成分（ａ）の合計に基づいて０．１～０．２モル％の割合で存在する
。
【００１３】
　他の好ましいドーパントは、２つまたはそれ以上の正電荷を有する陽イオンとして、好
ましくは酸化物および／またはフッ化物の形態で存在する、アルカリ土類金属および／ま
たは遷移元素である。特に好ましいドーパントは、たとえば酸化カルシウム、酸化亜鉛ま
たは二酸化チタンである、酸化物の形態の、カルシウム、亜鉛および／またはチタンであ
る。陽イオン性ドーパントは、それぞれの場合で、好ましくは成分（ａ）の合計に基づい
て０．１～０．２モル％の割合で存在する。
【００１４】
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　ルミネセンス組成物のＩＲ励起可能な成分（ａ）は、一方では高いルミネセンス強度に
よって、他方では個々の割合の存在および割合に特徴的な輝線およびピークによって識別
される。したがって、酸化物、酸化硫化物または酸化フッ化物とドーパントとの具体的な
組合せによって事実上無制限数の異なる発光スペクトルを生成することができる。
【００１５】
　本発明による組成物の成分（ａ）は、ＷＯ２００８／０００４６１号中に記載のように
生成することができる。ドーパント、たとえば多価陽イオンおよび／またはフッ化物の添
加は、個々の発光波長の位置および／または強度に劇的な変化をもたらす。さらに、合計
ルミネセンス強度の大きな増加も見つかる。アンチストークス材料で知られている２光子
吸収に加えて３光子吸収も起こると考えられる。
【００１６】
　本発明による組成物の成分（ｂ）は、ＵＶ放射によって励起させることができる成分で
あり、励起後に特徴的なルミネセンス放射を発光する。これは、好ましくは、遷移金属お
よび／またはランタノイドイオンでドープし得るアルミン酸塩を含む。成分（ｂ）は、好
ましくは、場合によりＥｕ、Ｍｎ、Ｔｈおよび／またはＣｒイオンでドープした、アルカ
リ土類金属イオン、遷移金属イオンおよび／またはランタノイドイオンのアルミン酸塩、
好ましくはバリウムもしくはマグネシウムのアルミン酸塩またはイットリウムのアルミン
酸塩を含む。アルミン酸塩中のアルカリ土類金属、遷移金属および／またはランタノイド
イオンの化学量論を調節することによって、発光波長の位置および／または強度を変動さ
せることができる。ＵＶ感度は、遷移金属イオンおよび／またはランタノイドイオンでド
ープすることによって増加する。成分（ｂ）のドーパントは、有利には、成分（ｂ）の合
計に基づいて１０モル％まで、５モル％までまたは１モル％までの割合で存在する。
【００１７】
　成分（ｂ）は、有利には、成分（ａ）および（ｂ）の合計重量に基づいて１～３０％、
５～２０％または８～１２％の合計割合で存在する。
【００１８】
　成分（ａ）および／または（ｂ）は、好ましくは、本発明によるルミネセンス組成物中
に結晶形で存在する。個々の成分が、Ｘ線回折計方法によって決定することができる単相
、たとえば結晶相からなることがさらに好ましい。特に好ましい様式では、成分（ａ）は
六方晶系結晶形で存在する。また、個々の成分（ａ）および／または（ｂ）は、場合によ
り複数のルミネセンス物質の混合物からなり得る。
【００１９】
　当該組成物は一般に粒子の形態で存在し、平均粒子径は≧５ｎｍ、特に≧１ｎｍである
。粒子径は、好ましくは５０ｎｍ～１００μｍ、好ましくは５０ｎｍ～５０μｍ、特に好
ましくは約１００ｎｍ～１０μｍの範囲である。
【００２０】
　成分（ａ）および（ｂ）は、組成物中に、好ましくは実質的に均一な分布で、たとえば
粒子、特に上述したように結晶性粒子の均一な分布として存在する。その均一な分布は、
成分を慣用の粉砕装置、たとえばボールミル内で一緒に粉砕することによって得られ得る
。
【００２１】
　本発明によるルミネセンス物質は、同定および標識用物質として、たとえば物質または
物質混合物のセキュリティー印（ｓｅｃｕｒｉｔｙ　ｍａｒｋｉｎｇｓ）として使用する
ことができる。それによって、製品または文書が本物であることを決定することができる
。ルミネセンス物質は化学的に不活性であるため、任意の固体および／または液体の物質
または物質混合物内に導入し得るか、またはそれに施用し得る。たとえば、ルミネセンス
物質は、たとえば、ペンキ、トナー、インク、色素などの担体物質、またはプラスチック
材料、金属、ガラス、シリコン、紙、ゴム、医薬品などの製品に施用し得るか、またはそ
れ内に導入し得る。したがって、たとえば、物体には、その表面上またはその一部分上に
、たとえば１～１０μｍ、好ましくは１～５μｍの層の厚さを有するルミネセンス物質の
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コーティングを提供することができる。ルミネセンス物質は、好ましくは、２０～２００
０ｐｐｍ、好ましくは５０～２００ｐｐｍの割合で製品または製品の一部分に加える。ま
た、本発明によるルミネセンス物質は、生物系、たとえば細胞培養物、体液試料もしくは
組織切片での使用、または造影剤としての使用にも適している。ルミネセンス物質は、ナ
ノ粒子または微粒子の形態の生物学的同定試薬とカップリングさせることができる。さら
に、ルミネセンス物質の粒子の表面は、たとえば、油、ベンジン、液体ガスなどの有機流
体中、たとえば体液などの水性流体中、水性有機流体系およびたとえばトナーなどの流動
性粉末中での懸濁特性を改善させるために、デオデトミン（ｄｅｏｄｅｔｏｍｉｎｅ）ま
たは他の結合剤で修飾することができる。粒子が小さければ小さいほど、それが沈降する
傾向が低くなる。たとえば、粒子径は、たとえば≦１００ｎｍまでなどの、結合剤を添加
しない場合でさえも流体中の粒子の安定な懸濁液が達成される程度まで、激しいミリング
によって小さくすることができる。
【００２２】
　それぞれのルミネセンス物質に特徴的な輝線がそれぞれの物質に適応させた検出器で同
定することができる暗号化キー、すなわちロックを構成する、標識の偽造保護手段が提供
される。
【００２３】
　本発明による組成物は、異なる波長範囲の放射によってルミネセンス発光するように励
起させることができる２つの成分を含む。成分（ａ）は、好ましくは、８５０～１５００
ｎｍ、特に９２０～１０００ｎｍの範囲のＩＲ放射を用いてルミネセンス発光するように
励起させることができ、および／または、成分（ｂ）は、３５０～４２０ｎｍ、特に３８
０～４１０ｎｍの範囲のＵＶ放射を用いてルミネセンス発光するように励起させることが
できる。
【００２４】
　物体中のルミネセンス物質の存在の同定は、２つの波長を用いた照射によってもたらさ
れる。成分（ａ）を励起させるために、第１の波長を赤外線範囲内で、特に約８５０ｎｍ
～１５００ｎｍ、好ましくは約９２０ｎｍ～１０００ｎｍ、特に好ましくは約９５０ｎｍ
～１０００ｎｍ、最も好ましくは９２０ｎｍ～９８５ｎｍの波長を有するＩＲ単色コヒー
レントレーザー光（ＩＲ　ｍｏｎｏｃｏｈｅｒｅｎｔ　ｌａｓｅｒ　ｒｉｇｈｔ）または
ＩＲ光発光ダイオードを用いて使用し、成分（ａ）が励起され、生じる発光放射は、たと
えば３００ｎｍ～１７００ｎｍ、特に３５０ｎｍ～１０００ｎｍの範囲で同定される。成
分（ａ）を、好ましくは１～２００ｍＷ、特に１０～８０ｍＷの出力で照射する。
【００２５】
　成分（ｂ）を励起させるために、第２の波長をＵＶ範囲内で、特に約３５０ｎｍ～４５
０ｎｍ、好ましくは約３８０ｎｍ～４００ｎｍの波長を有するＵＶ単色コヒーレントレー
ザー光またはＵＶ光発光ダイオードを用いて使用し、成分（ｂ）が励起され、発光放射は
、たとえば３００ｎｍ～１７００ｎｍ、特に３５０ｎｍ～１０００ｎｍの範囲の蛍光で同
定される。成分（ｂ）を、好ましくは２～５０ｍＷ、特に５～３０ｍＷの出力で照射する
。
【００２６】
　組成物の成分（ａ）および（ｂ）は、それぞれの場合で、ＩＲ範囲内の波長での照射お
よびＵＶ範囲内の波長での照射によってルミネセンス発光するように別々に励起され、成
分（ａ）および（ｂ）の発光放射を別々に同定することが好ましい。そのために、成分（
ａ）および成分（ｂ）の励起は順次、すなわち異なる時点で実施してよく、成分（ａ）を
好ましくは最初に励起させ、成分（ｂ）を続いて励起させる。
【００２７】
　本発明の好ましい実施形態では、成分（ａ）および（ｂ）の発光放射をデジタルで同定
することができる。成分（ａ）および（ｂ）から生じるシグナルまたはこれらのシグナル
の一部分（たとえば個々のピークのシグナル）のデジタル化シグナルを、適切なアルゴリ
ズムを使用した暗号化手段によって新しいシグナルへと変換することができる。２つの異
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なる成分から生じるこれらのシグナルを組み合わせることによって、データ密度を約１０
４倍まで増加させることができる。
【００２８】
　本発明はさらに、
　　（ｉ）ＩＲ範囲内の第１の放射源と、
　　（ｉｉ）ＵＶ範囲内の第２の放射源と、
　　（ｉｉｉ）場合により、読み取りシステムが物質または物質混合物と接触した際に第
１および第２の放射源を活動化させるための接触センサーと、
　　（ｉｖ）特定の輝線またはルミネセンスマーク（ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｔ　ｍａｒｋ
ｉｎｇ）を選択的に同定するための少なくとも１つの光学的検出素子と
を備える、物質または物質混合物中のルミネセンスマークを同定するための読み取りシス
テムに関する。
【００２９】
　第１および第２の放射源は、好ましくはそれぞれＩＲレーザーおよびＵＶレーザーであ
る。読み取りシステムは、好ましくは、読み取りシステムが決定する試料と接触した際に
のみ放射源が活動化されるように第１および第２の放射源を制御する、接触センサー、た
とえば光学的接触センサーをさらに備える。読み取りシステムによる、ルミネセンス物質
を含有する製品の照射は、光学的導波管または別の光学的に関連性のある伝達媒体、たと
えば光学的な固体素子部（ｓｏｌｉｄ　ｓｔａｔｅ　ｂｏｄｙ）、流体、ガスなどを用い
て直接実施し得る。検出は視覚的にまたは検出器によって実施し得る。
【００３０】
　たとえば、入射光（ＩＲまたはＵＶ光）とルミネセンス物質によって発光される光（特
定の発光スペクトル）とが１つのユニットを形成し、同一点で焦点を合わせることができ
るように、そのヘッドが集光レンズとして設置された（ａｒｅ　ｇｒｏｕｎｄ）光学的導
波管を使用することが可能である。一利点は、レシーバーとトランスミッターの間での機
械的調節不良が起こる可能性がないことである。たとえばガラスまたはプラスチック材料
を備える、光学的導波管の減衰係数は変動する場合があり、光学的構造要素（放射源また
は検出素子）から光学的導波管への移行は、共視野（ｃｏｖｉｓｉｏｎ）が低くなるよう
に配置する。光学的導波管の長さは変動してもよく、典型的には１ｃｍ～５０ｃｍである
。
【００３１】
　読み取りシステムは、ルミネセンス物質の特定の輝線をたとえば波長および／または強
度に関して選択的に同定するために提供されている、１つまたは複数の光学的検出素子を
さらに備える。検出素子は、たとえば、ダイオード、光電池または電子検出器であり得る
。複数の好ましくは異なって調節される検出器を有する検出マトリックス、たとえば、ダ
イオードマトリックス、光電池マトリックスまたはＣＣＤマトリックスが好ましくは使用
される。検出器または検出マトリックスの個々の検出器は、分光計および／または光学的
フィルター、たとえば帯域通過フィルターと組み合わせることができる。
【００３２】
　読み取りシステムはさらに、場合により、測定シグナルのデジタル評価および準備を可
能にするプログラマブル電子ユニットを備えてよい。
【００３３】
　本発明による読み取りシステムは、有利には、上述した２つの成分（ａ）および（ｂ）
を含むルミネセンス組成物と併せて使用する。
【００３４】
　本発明はさらに、
　　（ａ）ルミネセンス標識、特に上述した成分（ａ）および（ｂ）を含むルミネセンス
組成物の存在について試験する物質または物質混合物を提供するステップと、
　　（ｂ）ルミネセンスマークのＩＲおよびＵＶで励起可能な成分の発光放射を生じさせ
るために、物質または物質混合物をＩＲ範囲内の第１の放射源およびＵＶ範囲内の第２の
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放射源で照射するステップと、
　　（ｃ）生じた発光放射を別々に同定するステップと、
　　（ｄ）暗号化手段によって、および場合によりシグナルを事前に決定されたパターン
と比較することによって、同定された発光放射またはそれから得られるシグナルから測定
シグナルを決定するステップと
を含む、物質または物質混合物中のルミネセンス標識を同定する方法に関する。
【００３５】
　ステップ（ｂ）では、ＩＲ範囲内の照射を好ましくは最初に実施し、ＵＶ範囲内の照射
を続いて実施する。ステップ（ｄ）は、好ましくは測定シグナルまたはその一部分のデジ
タル準備を含む。
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